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2022年度看護学教育質向上委員会の活動
・JANPU2022年度の重点事業活動事項として設けられた以下の諮問事項を検討

・重点事業１今後の看護学教育のありかたを構想し、具体的な発展の道筋を

構築する
１.会員校における教育のDX化の促進に資するよう、会員校間の情報共有と協働の

方法を検討する
２.実習前CBT/OSCEシステムの日本看護系大学協議会版（仮称）の開発を進める
３.保健師助産師看護師国家試験のICT化に向けて情報収集する

・委員会の中に、政策班、DX班、OSCE班、国試ICT班、CBT班の５つの班を
設置し、検討

・委員会のほかにCBT班については「実習前CBT日本看護系大学協議会版運用
システム試行ワーキング」を設置し、JANPU-CBTを試行

・看護学教育における臨地実習に関するアンケート調査の実施
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政策班の活動報告

• 前年度の新たな感染症の時代の看護学教育検討特別ワーキング
の答申

• 問題提起：学生の卒業時の技術獲得レベルが低い

• 解決策：

➢「参加型実習を可能とするためのStudent Nurse制度
（仮称）」の導入

➢「臨地実習に赴く前の学生の知識・技術レベル/コンピテン
シーを確認、保証するための共用試験（CBTとOSCE）」

• 諸外国の状況を調査

•調査結果については、Academic Administration研修にて報告



DX班の活動報告

•看護学教育DX化に向けた実態調査→詳細は後ほど報告

• DX教材開発の検討

•デジタル教材を共有できるプラットフォーム構築の構想
➢方法：JANPUホームページ活用
➢教材提供の募集 （開発した教材の掘り起こし）
➢教材提供の仕組み（著作権・謝金の規定作成）
➢DX教育の普及・推進（サイトを構築し教材が活用できる仕組
みづくり・使用料・使用方法の作成）
➢DX教育実践人材の育成（勉強会、情報提供など）
➢実践例の紹介ページ
➢コミュニティの構築
➢勉強会・相談会の定期開催



OSCE班の活動報告
• 臨地実習前の客観的臨床能力試験Objective Structured Clinical 

Examination：OSCE実施に向けた課題の整理

①実施時期の設定

②知識や技術項目の設定：パフォーマンスレベルに目標を落とし
込むこと，臨地で重要だと思われる必須項目は何か，外してはい
けない場面は何か

③試験実施に関してのマンパワーの確保

④試験環境の確保・予算の確保

⑤看護師養成校のどの範囲から開始するのかの検討



文献検討
• 医学中央雑誌Web版（Ver.6）の書誌データベースを用いて，
キーワードを「OSCE（客観的臨床能力試験）」及び「看護大
学」として文献を抽出

• 原著51論文中，OSCE実践上の課題に着目

• 結果、課題として【具体的な運用】【OSCE課題の設定】
【評価】【フィードバック】【カリキュラム】が挙げられた

• 今後、具体的運用についての課題を引き続き検討するとともに

【OSCE課題の設定】に着目し、何をベースとして課題を作成す
るか、達成目標について協議していく必要がある



国試ICT班の活動報告

•以下の資料を概観し、当該試験CBT化に関する検
討の経緯とCBT化の意義と課題をまとめた

➢医道審議会保助看国家試験制度改善部会
報告書

➢既存の看護師等国家試験に関する厚労科
研報告書 等
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